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単

ヴ

ァ
書
房

全

二
六

る
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト

併
と
考
え
ら
れ
て
い
た

利
用
し
て
､
金
融
資
本

込
む
金
融
資
本
グ
ル
ー

複
合
体
の
国
家
予
算
を

と
を
分
析
し
た
｡

利
用
し
F
1
0
4
1
戦

こ
の
時
期
､
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
､
産
軍
複
合
体
と
並
ん
で
多
国
籍
企
業
の
進

出
が
激
し
-
な
る
が
'
技
術
移
転
戦
略
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
戦
略
を
中
心
に
多

国
籍
企
業
の
企
業
内
国
際
分
業
を
分
析
し
た
｡

本
博
士
論
文
の
審
査
報
告
書
は
､
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報

(
一
九
八
四
年
)

の

一
六
二
～
一
六
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

著

書

共
著

『電
子
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
産
業
社
会
』

中
央
経
済
社

全

二
二
三
ペ
-

ジ
｡
平
成

一
〇
年
三
月

全
体
概
要

‥
科
研
費
を
と

っ
て
ま
と
め
た

『現
代
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
』
(ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
)
の
分
析
を
更
に
進
め
た
も
の
で
あ
る
｡
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発

展
を
時
代
区
分
し
て
､
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
分
析
し
た
｡
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第

一

期
の
ス
タ
ー
ト
を

一
九
七

一
年
の
法
律
改
正
に
求
め
､
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第
二
期

の
ス
タ
ー
ト
を

一
九
八
五
年
の
法
律
改
正
に
求
め
て
い
る
｡
ま
た
､
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
第
三
期
の
ス
タ
ー
ト
は
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る

M
O
S
I
C
の
開
発
と
い

う
科
学
技
術
の
発
展
に
求
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
展
開
の
可
能
性
を
分
析

し
て
い
る
｡
特
に
第
三
期
は
'
デ
フ
ァ
ク
ト

･
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
､
コ
ア
･
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
'
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
分
析
し
て
い
る
｡

担
当
部
分
概
要

‥
第
八
章
の

｢情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
｣

を
担
当
し
た
｡
(
一

三
三
～
一
四
〇
ペ
ー
ジ
)

企
業
内
ネ
ツ
ー
ワ
ー
ク
及
び
企
業
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
日
本
ト
ラ
ン

ス
シ
テ
ィ
㈱
を
分
析
し
て
､
部
分
最
適
か
ら
全
体
最
適

へ
の
動
き
を
抽
出
し
た
｡

ま
た
'
自
社
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
他
の
企
業
に
伝
え
ら

れ
組
織
が
発
展
し
て
い
-
過
程
を
分
析
し
た
｡

モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
が
始
ま
る
と
､
パ
ラ
メ
ー
タ
設
計
と
い
う
発
想
が
必
要
で
あ

る
と
言
う
立
場
か
ら
､
ホ
ン
ダ
と
ベ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ョ
ー
エ
イ
㈱
と
の
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
分
析
し
て
い
る
｡
ゲ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
問
題
が
両
企
業
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
｡
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M
O
S
I
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開
発
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科
学
技
術
の
発
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に
求
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
展
開
の
可
能
性
を
分
析

し
て
い
る
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特
に
第
三
期
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'
デ
フ
ァ
ク
ト

･
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
､
コ
ア
･
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
'
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
分
析
し
て
い
る
｡

担
当
部
分
概
要

‥
第
八
章
の

｢情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
｣

を
担
当
し
た
｡
(
一

三
三
～
一
四
〇
ペ
ー
ジ
)

企
業
内
ネ
ツ
ー
ワ
ー
ク
及
び
企
業
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
日
本
ト
ラ
ン

ス
シ
テ
ィ
㈱
を
分
析
し
て
､
部
分
最
適
か
ら
全
体
最
適

へ
の
動
き
を
抽
出
し
た
｡

ま
た
'
自
社
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
他
の
企
業
に
伝
え
ら

れ
組
織
が
発
展
し
て
い
-
過
程
を
分
析
し
た
｡

モ
ジ
ュ
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ル
生
産
が
始
ま
る
と
､
パ
ラ
メ
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設
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と
い
う
発
想
が
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要
で
あ
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と
言
う
立
場
か
ら
､
ホ
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と
ベ
ス
テ
ィ
ッ
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ス
キ
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エ
イ
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と
の
間
の
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を
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て
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が
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著
者
名

‥
野
口

宏
､
貰

隆
夫
'
須
藤
春
夫
編
､
小
野
隆
生
､
尾
崎
利
夫
'
秋
野

晶
二
､
林

侍
史
'
長
井
偉
訓
､
渡
連

明
'
井
上
照
幸
､
横
倉
節
夫
､
加
藤
英

一

共
著

『今

日

の
企
業
と
経
営
』

八
千
代
出
版

全

二
七
六

ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
二

年
四
月

全
体
概
要

‥
現
在
の
I
T
革
命
を
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
､
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
の

再
編
成
過
程
と
と
ら
え
て
､
経
営
管
理
論
の
展
開
'
企
業
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進

展
と
中
小
企
業
の
再
編
成
過
程
を
分
析
し
た
｡
ま
た
､
最
近
の
経
営
管
理
論
の
中

で
人
事
管
理
か
ら

H
R
M

(H

um
an
R
e

source
M
ana
g
e

m
eロー)
の
展
開
に
焦

点
を
当
て
て
い
る
｡

H
R
M
は

一
九
八

一
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
･ビ
ジ
ネ
ス
･
ス
ク
ー

ル
で
初
め
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
時
代
区
分
か
ら
見
て
も
､
情
報
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
が
進
歩
し
て
-
る
こ
と
と

H
R
M
は
パ
ラ
レ
ル
に
進
展
し
て
い
る
｡
本
書

で
は

H
R
M
は
､
投
資
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
中
で
展
開
し
て
い
-
こ
と
を
強
く
認
識
さ

せ
た
｡
ま
た
､
T
O
C
､
C
R
M
､
s
c
M
､
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
等
の
新
し
-
展
開
し
て

き
て
い
る
管
理
論
の
持

つ
意
味
を
分
析
し
て
い
る
｡

担
当
部
分
概
要

‥
第
三
章
の

｢企
業
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
中
小
企
業
の
再
編
成
｣

を
担
当
し
た
｡
(七
五

～
一
〇
一
ペ
ー
ジ
)

『電
子
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
産
業
社
会
』
で
は
､
専
用
回
線
を
使

っ
た
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
分
析
し
た
が
､
こ
こ
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
企
業
間
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
分
析
し
た
｡

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使

っ
た
企
業
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
展
し
て
く
る
と
'
デ

フ
ァ
ク
ト

･
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
言
う
発
想
が
同
時
に
必
要
な
こ
と
を
分
析
し
た
｡

ま
た
､

s
c
M
の
よ
う
な
新
し
い
管
理
技
術
が
発
展
し
て
モ
ジ

ュ
ー
ル
生
産
の
イ

ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
こ
と
に
言
及
し
た
｡

部
分
最
適
か
ら
全
体
最
適

へ
と
分
析
し
た

『電
子
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
産
業

社
会
』
を
更
に
進
め
て
､
戦
略
的
部
分
最
適
と

い
う
発
想
が
生
ま
れ
て
-
る
と
結

論
づ
け
て
い
る
｡

著
者
名

‥
丸
山
祐

一
'
川
岸

清
'
夏
日
啓
二
'
中
西
昌
武
'
渡
連

明
､
後
藤

基
､
古
閑
賢
三
㌧
田
中
和
雄
'
高
木

清
'
中
村
雅
章
､
安

孝
錫
'
囲
島
弘
行

共
著

『情
報
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
経
営
』

ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房

全

二
九
五

ペ
ー
ジ
｡

平
成

一
三
年

四
月

全
体
概
要

‥
『電
子
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
産
業
社
会
』
(中
央
経
済
社
)
の
分
析

を
更
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
｡

『電
子
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
産
業
社
会
』
で
は
､
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
発
展
は

認
識
し
て
い
た
が
'
不
十
分
で
あ

っ
た
｡
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
情
報
の
リ
ン
ク
か

ら
､
機
能
の
リ
ン
ク
､
プ
ロ
セ
ス
の
リ
ン
ク
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
分

析
し
て
､
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
第
三
期
を
更
に
細
か
く
時
代
区
分
し
た
｡
プ
ロ
セ
ス
の

リ
ン
ク
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
の
仕
方
は
､
モ
ジ

ュ
ー
ル
生
産
の
裏
に

流
れ
る
技
術
哲
学
で
あ
る
こ
と
を
分
析
し
た
｡
各
章
は
､
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
発

展
が
'
生
産
管
理
､

H
R
M
t
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等

の
発
展
に
関
し
て
ど
の
よ
う

に
関
係
し
て
き
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
実
態
分
析
を
し
な
が
ら
丹
念
に
企
業
の
内

部
で
起
こ
っ
て
い
る
新
し
い
動
き
を
ト
レ
ー
ス
し
て
い
る
｡

担
当
部
分
概
要

‥
第
三
章
の

｢
現
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
革
新
｣
を
担
当
し
た
｡

(七
九

～
一
〇
四
ペ
ー
ジ
)

製
品
の
増
幅
化
と
言
わ
れ
る
動
き
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
を
分
析
し
た
｡

ミ
ス
ミ
㈱
､
西
濃
運
輸
'
ト
ス
テ
ム
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
分
析
し
サ
イ
バ
ー

･

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
何
か
に
言
及
し
た
｡
サ
イ
バ
ー

･
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
特

44



専 渡逢明教授主要研究業績

共

偉著

八Iy:警浩著M
示 応徴

謬rl著書丁違憲盲夫者にまし個､を

軍票真之碧雲嘉垂重量萎㌔要望豪井 八 1 橋 R 提 対

単
埼 著 研

あ り を
玉｢ 究

;o董墨書空事宴
で お て ン 八 ッ

義塁華…考古
化 菱 た イ ー1

1=.こ二:--:

-
i
-
_ i三

業 C ､報 三 エ

flri)1II 'I･主::ざ､
ッ の N テ1ン

r7;:･.I;･1,.･:.-,I.,シ〒

墓裏芸妻裏革
琴室董蔓墓

単 単

コイと規獲準準の
慧%-メ 描しの

巧著､す申化

ァクし格得ををもデ欝ヲ,L胃晶t.京菜里盛嘉三重警琵ル て 競 し 形 獲 と フ

ーT=千
__I_≡-_-:L_=I三-_-TT-二:-
_i-

-=T=-
_I

~

-i-I-二子-i-iI---I

-
-
-
-

≡十
言…j;/‡去

･格た-ののと妄亭主妻喜

一 葉書書芸蔓蚕豆掛45

専 渡逢明教授主要研究業績

徴
を
'
相
互
接
続
､
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
'
相
互
活
動
､
顧
客
と
の
関
係
'
個
人
対

応
､
誠
実
性
､
か
ら
分
析
し
た
｡

個
人
対
応
に
つ
い
て
は
､
O
N
E
T
o
O
N
E
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
問
題
点
を
提

示
し
た
｡

ま
た
､
顧
客
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
､
サ
イ
バ
ー

･
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
C
R

M
に
関
す
る
問
題
意
識
を
提
示
し
た
｡

著
者
名

‥
井
上
照
幸
､
小
阪
隆
秀
､
林

正
樹
'
那
須
野
公
人
､
渡
達

明
､
高
橋

浩
夫
､
秋
野
晶
二
､
今
田

治
､
囲
島
弘
行
'
小
栗
崇
資
､
長
井
偉
訓

共
著

『
ユ
ビ
キ
タ
ス
時
代

の
産
業
と
企
業
』

税
務
経
理
協
会

全

二
四
三
ペ
ー

ジ
｡
平
成

一
九
年
三
月

全
体
の
編
集
と
第
七
章
担
当

｢
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
と
I
T
s
｣
(
一
六
三
～
一
八

八
ペ
ー
ジ
)

ユ
ビ
キ
タ
ス
時
代
の
-
ヨ
タ
生
産
方
式
の
変
化
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
｡

著
者
名

‥
野
口

宏
'
貫

隆
夫
､
須
藤
春
夫
編
､
秋
野
晶
二
､
林

悼
史
､
長
井

偉
訓
､
渡
達

明
､
井
上
照
幸
､
加
藤
英

一

研
究
紀
要

単
著

｢
企
業
間
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
と
リ

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
｣

『社
会
科
学
論
集

埼
玉
大
学
』
第
八
五
号
､
二
三

～
三
六
ペ
ー
ジ
｡
平
成
七
年
八
月

日
本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ
㈱
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
L
I
N
E
T
S
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
も
と
に
し
て
分
析
し
た
｡
ま
た
t
L
I
N
E
T
s
は
三
菱
油
化
の
シ
ス
テ
ム
と

リ
ン
ク
し
て
お
り
､
三
菱
油
化
の
c
I
M
の

一
部
と
し
て
稼
働
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
｡
そ
こ
で
三
菱
油
化
と
の
企
業
間
ネ
ッ
ー
ワ
ー
ク
の
発
展
と
組
織
間
関
係
の

変
化
に
関
し
て
分
析
し
た
｡
こ
の
分
析
か
ら
､
情
報
シ
ス
テ
ム
が
組
織
に
情
報
の

横
串
を
さ
し
て
い
き
組
織
が
フ
ラ
ッ
ト
化
し
て
い
-
こ
と
､
企
業
間
に
も
横
串
を

さ
す
よ
う
に
情
報
が
共
有
化
す
る
こ
と
を
分
析
し
た
｡
こ
の
分
析
を
も
と
に
し

て
､

B
P
R
(B
usinessP
rocessR
e
e
n
g
ine
e

rin
g
)
の
も
つ
創
造
性
､
革
新
性

と
は
何
か
を
分
析
し
た

｡

単
著

｢
情
報
技
術

の
進
歩
と
バ
ー
チ
ャ
ル

･
モ
ー
ル
｣

『四
日
市
地
域
経
済
研
究

所
'
自
主
調
査
研
究

N
o
.6
7
』
t

l
～
二
九
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
〇
年
三
月

情
報
技
術
の
進
歩
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
音
声
伝
達
に
注
目
し
て
'
飛
騨

の
古
川
町
の
N
P
O
で
動
い
て
い
る

｢夢
飛
騨
ネ
ッ
ト
｣
と
い
う
サ
イ
ト
に
注
目

し
た
｡
｢夢
飛
騨
ネ
ッ
ト
｣
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
行
き
'
そ
の
メ
デ
ィ
ア
の
先
進
性
を

描
き
出
し
た
｡

四
日
市
市
の
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
方
策
と
し
て
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ー
ラ
ジ
オ
､

メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
有
効
性
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
｡

単
著

｢
デ
フ
ァ
ク
ト

･
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
製
品
の
増
幅
化
｣

『札
幌
学
院
大
学
商

経
論
集
』
第

一
四
巻
第
三
号
､

一
～
二
九
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
〇
年
三
月

デ
フ
ァ
ク
ト

･
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
分
析
し
た
｡
デ
フ
ァ
ク
ト

･
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
も
と
で
は
､
技
術
的
に
最
も
す
ぐ
れ
た
規
格
や
先
発
の
規
格
が
､
必
ず
し
も
標

準
を
獲
得
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
で
は
､
ど
の
よ
う
な
製
品
が
事
実
上
の
標

準
を
形
成
す
る
の
か
｡
そ
の
標
準
は
い
つ
決
ま
る
の
か
｡
ど
う
す
れ
ば
､
そ
れ
を

獲
得
し
て
'
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
の
か
｡
エ
レ
ク
-
ロ
ニ
ク
ス
分
野
を
中
心
に
'

規
格
競
争
の
実
態
を
探
り
'
そ
の
戦
略
を
提
示
し
た
｡
特
に
､
｢規
格
競
争
の
特
徴
｣

と
し
て
､
世
代
間

･
規
格
間

･
規
格
内
競
争
の
共
存
が
あ
る
こ
と
､
製
品
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
論
ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と
､
競
争
戦
略
の
定
石
が
通
用
し
な
い
こ
と
､

コ
ア
･
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
の
外
販
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
'
｢ネ
ッ
ト
ワ
-
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波速明教授主要研究業績 ○

ク
外
部
性
｣
が
は
た
ら
く
こ
と
を
分
析
し
た
｡

単
著

｢
電
子
家
計
取
引
の
展
開
と
商
店
街

の
情
報
化
｣

『四
日
市
地
域
経
済
研
究

所
､
自
主
調
査
研
究

N
o
.
8
6
』

l
～
二
九
ペ
ー
ジ
｡
平
成

二

年
三
月

｢情
報
技
術
の
進
歩
と
バ
ー
チ
ャ
ル
･
モ
ー
ル
｣
で
分
析
し
た
､
商
店
街
活
性
化

方
策
を
更
に
､
バ
ー
ジ
ョ
ン

･
ア
ッ
プ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
｡

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
歩
と
そ
れ
に
対
応
し
た
新
し
い
商
店
街
政
策
を
提
案
し

た
も
の
で
あ
る
｡
バ
ー
チ
ャ
ル

･
モ
ー
ル
の
作
成
は
可
能
で
あ
る
が
､
商
店
街
の

協
力
と
そ
れ
を
取
-
巻
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
な
い
と
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
思
わ

れ
る
｡
更
に
､
バ
ー
チ
ャ
ル

･
モ
ー
ル
は
'
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
注
文
す
る
た
め

必
ず
し
も
商
店
街
に
来
街
者
を
呼
び
込
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
｡
三
重
大
学
波
速

研
究
室
と
埼
玉
大
学
大
学
院
の
渡
連
研
究
室
o
B
で
作

っ
て
い
る
バ
ー
チ
ャ
ル

･

モ
ー
ル
に
関
す
る
研
究
会
は
､
む
し
ろ

E
･m
a
il
を
活
用
す
る
こ
と
で
､
来
街
者
を

商
店
街
に
呼
び
込
む
こ
と
に
研
究
を
集
中
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
て

い
る
｡
来
街
者
か
ら
メ
ー
ル

･
ア
ド
レ
ス
を
商
店
街
が
取
得
し
て
､
そ
こ
に
向
け

て
毎
週
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
来
街
客
の
増
加
を
促
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
｡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
が
っ
た
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
携
帯
電
話
も
電
話
番
号

を
メ
ー
ル

･
ア
ド
レ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
'
高
校
生
や
中
学

生
ま
で
も
が
商
店
街
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
対
象
者
に
な
り
う
る
こ
と
に
な
る
こ

と
を
分
析
し
て
い
る
｡

単
著

｢
社
会
科
学
的
に
検
討
し
た

I
S
O
と

I
S
O
の
調
査
か
ら
読
め
る
も

の
｣

『
I
S
O
学

(国
際
規
格
技
術
)
研
究
報
告
書

v
o
1.2
』
三
重
大
学
地
域
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
､

一
～
三
三
ペ
ー
ジ
｡
平
成

二

一年
三
月

I
S
O
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
｡

I
S
O
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
を
導
入
し
て
い
る
企
業
に
調
査
票
を
配
布
し
､
集

計
し
て
報
告
書
を
作

っ
た
｡

ま
た
､

I
S
O
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
認
定
機
関
で
あ
る
エ
ー
ペ
ッ
ク
ス

･
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
t

I
S
O
に
関
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
持
つ
意
味
を
分
析
し
た
｡

更
に
t

I
S
O
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
が
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
を
行
う
た
め
の
基
本

的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
｡

単
著
｢
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
社
会
に
向
け
た

I
S
O
に
よ
る
産
業
振
興
｣

『
I
S
O
学

(国
際
規
格
技
術
)
研
究
報
告
書

V
o
t.

)』三
重
大
学
地
域
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
'
八
三

～
一
六
三
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
一
年
三
月

I
S
O
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
で
三
重
県
の
中
小
企
業
振
興
を
行
う
方
法
論
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
｡

三
重
県
と
岐
阜
県
の
中
小
企
業
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
､
三
重
県
の
中
小
企
業

の
公
差
は
±
1
/
10
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
岐
阜
県
の
中
小
企
業
の
公
差
は

±
1
/
州
程
度
で
あ
る
｡
そ
こ
で
三
重
県
の
中
小
企
業
に
I
S
O
9
0
0
0
シ

リ
ー
ズ
を
導
入
し
て
も
ら
う
こ
と
で
工
作
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
政
策
の
必
要
性

を
分
析
し
て
い
る
｡

単
著

｢
中
小

･
中
堅
企
業

の
経
営

(そ
の

-
)｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社
会
科

学
学
会
'
第

一
八
巻
第

一
号
'

一
四
九

～
一
八
九
ペ
ー
ジ
｡
平
成

二

一年
九
月

こ
の
論
文
は
､

一
九
九
九
年
度
に
経
営
学
総
論
の
講
義
に
招
聴
し
た
企
業
の
経

営
者

二

一人
の
中
か
ら
情
報
化
と
言
う
切
-
口
で
A
･
P
E
X
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
社
長
､
中
小
企
業
金
融
公
庫
津
市
店
長
の
講
演
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡

I
S
O
の
展
開
と
情
報
化
の
展
開
が
パ
ラ
レ
ル
に
進
行
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な

い
こ
と
を
仮
説
と
し
て
掲
げ
て
い
た
が
'
こ
の
講
義
で
そ
れ
ら
が
実
証
さ
れ
た
｡

ま
た
､
こ
の
講
義
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
リ
ア
ル

･
サ
ー
バ
ー
か
ら
オ
ン
デ
マ
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◎ 渡連明教授主要研究業績

ン
ド
形
式
で
配
信
さ
れ
､
中
小
企
業
の
企
業
内
研
修
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

単
著

｢
中
小

･
中
堅
企
業

の
経
営

(そ
の

2
)｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社
会
科

学
学
会
､
第

一
八
巻
第
二
号
､

一
四
三

～
一
八
三
ペ
ー
ジ
｡
平
成

二
二
年

二
月

こ
の
論
文
は
､

1
九
九
九
年
度
に
経
営
学
総
論
の
講
義
に
招
聴
し
た
企
業
の
経

営
者

一
二
人
の
中
か
ら
情
報
化
と
言
う
切
-
口
で
イ
シ
カ
ワ
キ
カ
イ
社
長
､
住
電

装
ロ
ジ
ネ
ッ
ト
社
長
､
三
菱
化
学
樹
脂
研
究
所
所
長
の
講
演
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
｡

こ
こ
で
の
統

一
テ
ー
マ
は

｢我
が
社
に
と

っ
て
I
T
革
命
と
は
何
か
｣
で
あ
る
｡

I
T
革
命
は
ト
フ
ラ
ー
が
第
三
の
波
と
言

っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
､
私
の
仮
説

と
し
て
は
二

一
世
紀
の
生
産
方
式
で
あ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
が
進
行
し
て
い
な
い

現
在
､
大
量
生
産
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
わ
れ
る
I
T
は
真
の
革
命
と
は
い
え
な
い

と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
が
招
聴
し
た
講
義
で

一
部
証
明
さ
れ
た
こ
と
を
分

析
し
て
い
る
｡

住
電
装
ロ
ジ
ネ
ッ
ト
の
社
長
の
講
演
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
'
住
友
電
工
'
住
友

電
装
､
住
電
装
ロ
ジ
ネ

ッ
ー
の
関
係
が
s
c
M
の
理
論
に
即
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
｡

ま
た
､
こ
の
講
義
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
リ
ア
ル

･
サ
ー
バ
ー
か
ら
オ
ン
デ
マ

ン
ド
形
式
で
配
信
さ
れ
'
中
小
企
業
の
企
業
内
研
修
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

単
著

『情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
社
会

で
求
め
ら
れ
る
中
部
地
域

の
も

の
づ
く
り

の

活
性
化
方
策
』

中
部
経
済
局
､

一
～
五
〇
ペ
ー
ジ
｡
平
成

二
二
年
八
月

こ
の
報
告
書
を
作
る
た
め
に
､
大
規
模
な
実
態
調
査
を
行

っ
た
｡
本
調
査
は
t

I
T
革
命
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

へ
の
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
､
中
部
地
域
の

も
の
づ
-
-
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
た
め
､
主
と
し
て
中
小
も
の
づ

-
-
企
業
に
お
け
る
I
T
活
用
に
対
す
る
経
営
者
の
意
識
を
把
握
す
る
と
と
も

に
､
事
業
経
営
方
針
t

I
T
活
用
に
よ
る
新
た
な
事
業
展
開
の
可
能
性
及
び

I
T

導
入
を
推
進
す
る
際
の
留
意
点
を
示
し
た
う
え
で
､
中
小
も
の
づ
-
り
企
業
の
I

T
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
を
提
案
し
た
｡
｢
I
T
バ
ブ
ル
の
崩
壊
｣
と
い

わ
れ
て
い
る
が
､

I
T
そ
の
も
の
は
今
後
の
産
業
に
と

っ
て
欠
-
こ
と
の
で
き
な

い
技
術
で
あ
る
と
言
う
認
識
の
も
と
に
研
究
が
な
さ
れ
た
｡

単
著

｢
『
み
え

ベ
ン
チ
ャ
ー
カ
レ

ッ
ジ
』
の
講
演
要
旨
と

ア
ン
ト
レ
プ
ル
ナ

-
育
成

に
向
け
た
テ
キ
ス
ト
｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社
会
科
学
学
会
､
第

一
九
巻

第

一
号
､

一
～
七

一
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
三
年
九
月

三
重
県
と
三
重
大
学
が
協
同
で
行

っ
た

｢
み
え
ベ
ン
チ
ャ
ー
カ
レ
ッ
ジ
｣

の
講

義
を
テ
ー
プ
起
し
て
解
題
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
｡
起
業
家
精
神
を
ヤ
マ
ト
会
長

の
小
倉
氏
か
ら
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

マ
ク
ロ
メ
デ
ィ

ア
も
元
社
長
手
嶋
氏
か
ら
'
三
次
元
c
A
D
の
ポ
イ
ン
ト
を
コ
ク
リ
エ
イ
ト
社
か

ら
抽
出
し
た
｡
ー
ヨ
タ
の
奥
田
会
長
､
北
川
三
重
県
知
事
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
､
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
的
精
神
の
ト
ヨ
タ
の
V
V
C

(バ
ー
チ
ャ

ル

･
ベ
ン
チ
ャ
ー

･
カ
ン
パ
ニ
ー
)
に
言
及
し
て
い
る
｡

ま
た
'
こ
の
講
義
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
リ
ア
ル

･
サ
ー
バ
ー
か
ら
オ
ン
デ
マ

ン
ド
形
式
で
配
信
さ
れ
､
中
小
企
業
の
企
業
内
研
修
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

単
著

｢
経
営
者

の
講
演
｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社
会
科
学
学
会
'
第

一
九
巻

第
二
号
､

一
～
五
〇
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
四
年
四
月

こ
の
論
文
は
､
二
〇
〇
〇
年
度
に
経
営
学
総
論
の
講
義
に
招
聴
し
た
企
業
の
経

営
者

二

一人
の
中
か
ら
情
報
化
と
言
う
切
り
口
で
ト
ヨ
タ
デ
ジ
タ
ル
ク
ル
ー
ズ
社

長
､
セ
イ
ノ
ー
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
課
長
の
講
演
を
ま
と
め
て
解
説
し
た
も
の
で
あ

る
｡
特
に
､
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
歴
史
は
､

一
九
七

一
年
の
第

7
次
電
気
通
信

開
放
､

1
九
八
五
年
の
第
二
次
電
気
通
信
開
放
､

1
九
九
三
年
の
M
o
s
I
C
の
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渡蓮明教授主要研究業績 ●

開
発
を
引
き
金
に
し
て
急
速
に
発
展
し
た
が
､
両
者
の
講
義
か
ら
こ
れ
を
抽
出
し

た
｡
ま
た
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
取
-
組
む
姿
勢
が
両
社
で
大
き
-
異
な
-
､
Ⅰ

p
-
v
p
N
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ト
ヨ
タ
と
他
社
と
の
差
を
分
析
し

た
｡ま
た
'
こ
の
講
義
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
リ
ア
ル

･
サ
ー
バ
ー
か
ら
オ
ン
デ
マ

ン
ド
形
式
で
配
信
さ
れ
､
中
小
企
業
の
企
業
内
研
修
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

単
著

｢経
営
者

の
講
演

2
｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社
会
科
学
学
会
､
第
二

〇

巻
第

言
了
'

一
～
五
五
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
四
年
九
月

こ
の
論
文
は
､
二
〇
〇
一
年
度
に
経
営
学
総
論
の
講
義
に
招
聴
し
た
企
業
の
経

営
者

一
五
人
の
中
か
ら
協
同
と
情
報
化
と
言
う
切
り
口
で
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ
常
務

取
締
役
､
元

･
マ
ク
ロ
メ
デ
ィ
ア
社
長
､
マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
社
長
､
ナ
ベ
ル
専
務
取

締
役
､
デ
ン
ソ
ー
I
T
s
開
発
部
部
長
､
イ
ビ
デ
ン
会
長
の
講
演
に
解
題
を
加
え

た
｡日
本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ
の
関
係
で
は
､
講
義
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
3
P
L
(サ
ー

ド

･
パ
ー
テ
ィ
ー

･
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
)
に
関
し
て
分
析
が
進
ん
だ
｡

イ
ビ
デ
ン
の
関
連
で
は
講
演
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
イ
ン
テ
ル
と
の
結
び
つ
き
の

強
さ
と
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
産
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
析
し
た
｡

ま
た
'
こ
の
講
義
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
リ
ア
ル

･
サ
ー
バ
ー
か
ら
オ
ン
デ
マ

ン
ド
形
式
で
配
信
さ
れ
'
中
小
企
業
の
企
業
内
研
修
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

単
著

｢
セ
ブ
島

の
I
T
関
連
企
業

調
査
報
告
書
｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社

会
科
学
学
会
'
第
二

一
巻
第

一
号
'
五
九
～
一
〇
二
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
五
年
八

月

セ
ブ
島
お
よ
び
マ
ク
タ
ン
島
の
工
業
団
地
に
展
開
し
て
い
る
企
業
と
島
内
に
あ

る
現
地
企
業
を
三
〇
社
と
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
の
I
T
関
連
の
学
部
を
尋
ね
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
も
の
を
資
料
と
し
て
ま
と
め
た
｡
こ
れ
は
I
E
T
R
O
の
ロ
ー

カ
ル

･
ト
ゥ

･
ロ
ー
カ
ル
の
産
業
政
策
を
構
築
す
る
た
め
の
調
査
で
あ
る
｡

共
著

｢
企
業
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
試
論
(
1

)
｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学

社
会
科
学
学
会
'
第

二

一
巻
第
二
号
'
二

二

～
二
七
二
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
六

年
三
月大

学
院
生
の
修
士
論
文
を
渡
連
の
責
任
で
編
集
L
t
波
速
の
論
文
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
｡
管
理
技
法
に
関
す
る
新
し
い
標
準
化
の
動
き
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
｡

共
著

｢
三
重
ブ
ラ
ン
ド
の
狙

い
～
神
井
室
長
講
演
と
解
題
｣

『法
経
論
叢
』
三
重

大
学
社
会
科
学
学
会
､
第
二
二
巻
第

一
号
'
三
三

～
五
四
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
七

年
八
月三
重
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
展
開
し
て
い
る
三
重
県
農
水
商
工
部
の
政
策
を
担
当
者

に
講
演
し
て
も
ら
い
､
解
題
を
し
た
も
の
｡

単
著
｢
ア
サ
ヒ
ビ

ー
ル
㈱

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
｣

『商
学
論
纂
』
中
央
大
学
第
四
七
巻
三
号
松
本
正
徳
教
授
古
希
記
念
論
文
集
､

六
九

～
一
一
五
ペ
ー
ジ
｡
二

〇
〇
六
年

一
月
刊
行

平
成

一
八
年

一
月

経
済
産
業
省
の
予
算
を
利
用
し
た
三
重

M
o
T
の
テ
キ
ス
ト
の

一
部
で
あ
る
｡

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の

｢
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
｣
の
発
売
プ
ロ
セ
ス
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
4
P
の
側
面
か
ら
分
析
し
､
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
展
に
伴
い

s
c
M
､
E
R
P
が
展
開
し
て
-
る
こ
と
を
分
析
し
た
｡

単
著

｢
『新
し

い
時
代

の
公
』
型
博
物
館
運
営
シ
ス
テ
ム
の
提
案
｣

『法
経
論
叢
』

三
重
大
学
社
会
科
学
学
会
'
第
二
四
巻
第

一
号
'

一
一
一
～
一
四
二
ペ
ー
ジ
｡

平
成

一
八
年

一
〇
月
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◎ 波速明教授主要研究業績

三
重
県
斎
宮
歴
史
博
物
館
か
ら
の
委
託
を
受
け
'
三
重
県
知
事
の

｢新
し
い
時

代
の

『公
』
｣
と
言
う
政
策
に
あ
わ
せ
た
博
物
館
活
性
化
の
戦
略
を
提
案
し
た
｡

単
著

｢
セ
ン
サ
ー
ネ

ッ
ト
と

I
T
s
｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社
会
科
学
学
会
､

第
二
四
巻
第
二
号
､

一
五
三

～
一
八
六
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
九
年

ユ
ビ
キ
タ
ス
時
代
で
重
要
に
な
る
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
と
I
T
s
を
分
析
し
た
｡

ユ
ビ
キ
タ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
変
化
､
0
-

1
A
P
A
N
構
想
の
問
題
点
を
分
析
し
て
い
る
｡

単
著

｢南
伊
勢
町
総
合
計
画
｣

南
伊
勢
町
&
三
重
大
学

平
成

一
九
年
三
月

南
伊
勢
町
か
ら
の
委
託
研
究
で
合
併
し
た
後
の
総
合
計
画
を
書
き
議
会
に
提
案

し
た
｡
こ
の
計
画
の
も
と
に
現
在
の
南
伊
勢
町
は
各
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
｡

単
著

｢
三
重
大
学

M
o
T
実
証
実
験
｣

大
垣
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

平

成

一
九
年
三
月

三
重
大
学
で
展
開
し
て
い
る
創
発
型
の
企
業
内
教
育

･
社
会
人
教
育
と
は
何
か

を
分
析
し
た
｡

共
著

｢自
動
車
部
品
事
業
を
通
じ
て
学
ん
だ
リ
ー
ン
生
産
の
考
え
方
｣

『法
経
蘇

叢
』
三
重
大
学
社
会
科
学
学
会
､
第
二
五
巻
第

一
号
'
八
九

～
二
二
〇
ペ
ー
ジ
｡

平
成

一
九
年

一
一
月

住
友
電
装
の
元
取
締
役

(村
上

一
仁
)
と
住
友
電
装
の
リ
ー
ン
生
産
方
式
を
研

究
し
､
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の
変
化
の
方
向
性
を
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
｡

No
L
∽

を
更
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
｡

単
著

｢南
伊
勢
町
新
商
品
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
報
告
書
｣

三
重
大
学
創
造
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー

『研
究
報
告
』
N
o
｣
ひ
､

一
～
六
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
九
年

一
二

月

総
務
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る

｢
ふ
る
さ
と
財
団
｣
か
ら
の
補
助
金
を
南
伊
勢
町

と
共
同
で
取
得
し
て
'
｢南
伊
勢
町
ブ
ラ
ン
ド
｣
の
構
築
と
東
京
に
構
築
し
た
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
研
究
及
び
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
び
地

方
と
都
会
の
連
携
と
言
う
国
の
重
点
施
策
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
｡

単
著

｢南
伊
勢
町
総
合
計
画
に
つ
い
て
｣

三
重
大
学
創
造
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

『研
究
報
告
』
N
o
｣
ひ
､
七

～
二

一ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
九
年

二

一月

N
o
L
や
の

『南
伊
勢
町
総
合
計
画
』
の
概
要
版
で
あ
る
｡

単
著

｢
百
五
銀
行
相
談
役

(元
頭
取
)
川
喜
田
貞
久
氏
講
演

～
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

･

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
～
｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社
会
科
学
学
会
､
第
二
五
巻

第
二
号
'

一
二
三

l
～
二
二
七
ペ
ー
ジ
｡
平
成
二
〇
年
三
月

百
五
銀
行
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
て
い
る
川
喜
田
貞
久
氏
を
講
義
に
招
碑
し
て

｢統
治
な
き
統
治
｣
と
い
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
｡

単
著

｢企
業
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
-
り
推
進
事
業
調
査
報
告
書

～
c
s
R

に
関
す
る
調
査
報
告

～
｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社
会
科
学
学
会
'
第
二
六

巻
第

一
号
､
三
七
～
七
八
ペ
ー
ジ
｡
平
成
二
〇
年

一
〇
月

三
重
県
農
水
商
工
部
か
ら
委
託
を
受
け
た
c
s
R
の
研
究
で
あ
る
｡
C
S
R
を

戦
略
論
の
観
点
か
ら
と
ら
え
三
重
県
の
産
業
政
策
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う

提
言
を
行

っ
て
い
る
｡
こ
の
報
告
書
を
も
と
に
平
成
二
〇
年
度
の
三
重
県
農
水
商

工
部
は
五
つ
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
｡

単
著

｢南
伊
勢
町
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
関
す
る
調
査
｣

三
重
大
学
創
造
開
発
研
究

セ
ン
タ
ー

『研
究
報
告
』
N
o
.
)6
､
平
成
二
〇
年

商
伊
勢
町
の
委
託
研
究
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
関
す
る
報
告
補
で
あ
る
｡

単
著

｢
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
調
査
報
告
書
｣

三
重
大

学
創
造
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

『研
究
報
告
』
N
o
.
)6
､
平
成
二

〇
年
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渡連明教授主要研究業績⑳
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渡連明教授主要研究業績 ⑳

三
重
県
農
水
商
工
部
の
委
託
研
究

N
o
.
2
5
の
概
要
版
で
あ
る
｡

単
著

｢
地
域
資
源
を
利
用
し
た
三
重
県
南
部
地
域
の
活
性
化
の
検
討
に
関
す
る
研

究

｣

三
重
大
学

平
成
二

一
年

中
部
電
力
と
の
委
託
研
究
報
告
書
で
あ
る
｡

単
著

｢
M
o
T
の
設
計
思
想
と

M
o
T
用
教
科
書

～
文
理
融
合
に
向
け
て

～
｣

『法
経
論
叢
』
三
重
大
学
社
会
科
学
学
会
'
第
二
六
巻
第
二
号
､
三
七

～
九
≡

ペ
ー
ジ
｡
平
成
二

一
年

三
重
大
学
M
O
T
の
｢創
発
｣
型
シ
ス
テ
ム
の
提
案
'
及
び
､
M
O
T
用
教
科
書

の
作
成
を
行

っ
た
｡

国
際
会
議
発
表

l
n
q
u
ir
y

O
u
t-in
e
in
C
e
b
u

セ
ブ
島

の
C
I
P
C
の
定
例
総
会
で
講
演

平
成

一
四
年
九
月

一
五
日

No
｣
山
の

｢
セ
ブ
島
の
I
T
関
連
企
業

調
査
報
告
書
｣
を
C
I
P
C
の
定
期

総
会
で
講
演
し
て
､
セ
ブ
島
お
よ
び
マ
ク
タ
ン
島
の
I
T
関
連
企
業
と
三
重
県
の

中
小
企
業
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
講
演
し
た
｡

そ
の
他

共
著

｢情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
元
気
な
お
店
づ
-
-
｣

『月
刊

M
ie
』

二

〇
〇
〇

年

一
一
月
､

二

一
～
一
七
ペ
ー
ジ
｡
平
成

二

一年

一
一
月

地
域
の
商
店
主
と

『月
刊
M
ie』
で
情
報
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
を
使

っ
た
お
店
の
活

性
化
に
つ
い
て
対
談
し
た
｡
H
P
を
作

っ
た
店
が
非
常
に
繁
栄
し
て
い
る
事
例
を

あ
げ
て
説
明
し
た
｡
そ
の
場
で
､
H
P
を
作

っ
て
頑
張

っ
て
み
よ
う
と
言
う
こ
と

に
な
り
､
H
P
作
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
威
力
､
動
画
像
配
信
の
工
夫
の
必
要
性
が
話
さ
れ
た
｡
将

来
的
に
は
店
舗
や
商
品
の
説
明
に
動
画
像
の
配
信
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
こ

と
､
及
び
携
帯
を
う
ま
-
使
う
こ
と
で
顧
客
の
管
理
が
で
き
る
こ
と
を
議
論
し
た
｡

単
著

｢ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
端
技
術
を
利
用
し
た
大
学
の
ゼ
ミ
と
講
義

の
あ
り
方

の
実
験
｣

『人
文
社
会
科
学
教
育
研
究

三
重
大
学
人
文
学
部
』
四
七
～
五

一

ペ
ー
ジ

平
成

一
二
年
三
月

講
義
の
動
画
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
-
で
配
信
す
る
こ
と
に
よ
る
大
学
の
講
義
の

活
性
化
及
び
ゼ
ミ
の
議
論
の
活
性
化
の
実
践
を
報
告
し
た
｡
遠
隔
地
の
大
学
の
講

義
を
同
時
に
受
講
し
質
問
す
る
こ
と
で
新
し
い
刺
激
を
受
け
た
学
生
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
｡

ま
た
､
こ
の
論
文
は
渡
連
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
｡

単
著

｢情
報
処
理
科
日
に
関
す
る
調
査
報
告
｣

『人
文
社
会
科
学
教
育
研
究

三

重
大
学
人
文
学
部
』

一
七

～
二
六
ペ
ー
ジ
｡
平
成

二
二
年
三
月

三
重
大
学
人
文
学
部
の
一
年
生
前
期
に
実
施
し
て
い
る

｢情
報
科
学
基
礎
｣
(二

単
位
)
の
満
足
度
を
調
査
し
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
｡
W
o
rd
と
E
x
ce
l
及
び

H
P
の
作
成
の
み
で
前
期
が
終
わ
る
が
､
各
ク
ラ
ス
の
進
度
が
異
な
る
こ
と
､
学

籍
番
号
で
ク
ラ
ス
分
け
す
る
た
め
､
能
力
の
比
較
的
高
い
者
の
満
足
度
が
低
い
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
｡

教
科
書
は
あ
る
が
､
教
え
る
教
員
の
個
性
で
､
う
ま
く
伸
び
て
い
る
者
と
そ
う

で
な
い
者
が
ハ
ッ
キ
リ
分
か
れ
る
こ
と
も
分
析
で
き
た
｡

ま
た
､
こ
の
論
文
は
波
速
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
｡
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⑳渡達明教授主要研究業績
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⑳ 渡達明教授主要研究業績

単
著

｢
三
重
大
学
人
文
学
部

の
学
生
調
査
か
ら
見
え
て
-
る
も

の
｣

『人
文
社
会

科
学
教
育
研
究

三
重
大
学
人
文
学
部
』

一
～
一
六
ペ
ー
ジ
｡
平
成

一
三
年
三

月

二

〇
〇
一
年
度
に
三
重
大
学
人
文
学
部
の
講
義
の
満
足
度
調
査
を
教
務
委
員
会

で
行

っ
た
｡
当
時
'
教
務
委
員
長
だ

っ
た
の
で
調
査
票
を
作
成
し
'
集
計
も
行

っ

た
｡
個
々
の
教
員
の
評
価
を
行
う
も
の
で
は
な
い
と
言
う
確
認
の
も
と
に
調
査
報

告
書
を
書
い
た
の
で
'
コ
ー
ス
ご
と
に
問
題
点
と
課
題
を
ま
と
め
た
｡
調
査
票
の

問
題
点
も
指
摘
し
て
あ
り
将
来
的
に
は
多
変
量
解
析
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
調
査

票
の
設
計
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
｡

ま
た
､
こ
の
論
文
は
渡
連
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
｡

｢
技
術
と
経
営
の
本
質
を
理
解
｣

『三
重
大
学

Ⅹ
』
､
V
O
L
.
)5､
五

～
六
ペ
ー
ジ
｡

平
成
二

〇
年
九
月

三
重
大
学

M
O
T
の
イ
ン
タ
ー
セ
ク
タ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
媒
介
と
し
た

創
発
型
教
育
に
関
す
る
提
案
を
行

っ
て
い
る
｡
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